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イ ンター ア ク シ ョン を
と りい れた 目本 語 教 授 法
一98年 度早稲田/オ レゴン夏期 プログラムにおける実践一
辻 村 侯 子
1は じ め に
98年 度早 稲 田 ・オ レゴ ン夏 期 プ ・グ ラム にお い て,目 本 語 を担 当 す る
機 会 を得 た 。92年 に始 ま っ た こ の プ ログ ラ ム で は,93年 と94年 に も初
級 ク ラ ス を担 当 した(93年 度 の授 業 報 告 と して}ま参 考 文献 欄 辻 村(1993)
参 照)。
今 回 の プ ・ グ ラ ム で は,・対 象者 は平 均2年 間大 学 で,あ る程 度 の 基 礎
は習 得 して い た 。 前 半 斗週 間 は東 京 で,後 半4週 間 は ポ ー トラ ン ドで 行
わ れ,授 業 時 間 は93年 度 の3倍 以 上 の長 さ(量 〉で あ っ た。 従 っ て,早 稲
田大 学 国 際 部 の1学 期 分 の 日本語 ク ラ ス に相 当 す る授 業 数 を 夏休 み の期
間 に教 え る こ と とな り,単 位 を出 す に値 す る プ ログ ラ ム とな っ た 。
ま た,97年 度 か ら始 ま っ た東 京 で の授 業(東 京 ポ ー シ ョ ン)に よ り,93
年 度 とは異 な る状 況 の 中 で の学習 で あ った 。つ ま り,早 稲 田 大学 内 とい う
環 境 を活 か した 目本 人 学 生 とのイ ン ター ア ク シ ョ ン,さ らに教 室 外 に お い
て も 日本 語 に浸 れ る環 鏡 で あ る。 そ こで,今 回 は,教 室 内 で の計 画 され た
授 業=文 法 ・語彙 ・表 現 ・会 話練 習 と 教 室 外 の社 会:実 際 に 目本 語 を
使 用 す る状 況 との双 方 向性 一イ ン ター ア クシ ョ ンー を重 視 した 。
ま た,目昨 年 度 か ら この プ ログ ラム の コー デ ィネ ー ター にな られ た宮 崎 里
司 先 生 の提 案 に よ り,一 部 にイ マ ー シ ョンプ ログ ラム を導 入 した コー ス デ
ザ イ ンが行 われ た。 これ は,ネ ー テ ィブ ス ピー カ ー とのイ ン ター ア ク シ ョ
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ンー 文法 ・コ ミュ ニ ケー シ ョ ン能 力 お よび 社 会 文化 能 力 の統 合 一 を通 して
接触 揚 面 で の不 可 欠 な社 会 文 化 情報 を処 理 す る プ βグ ラ ム で あ る(詳 し く
は同号 官崎 里司 氏 の論文 及 ぴ ネ ウス トプニ ー(1992)参 照)。
まず,東 京 ポ ー シ ョンに お い て,① 早 稲 田小 学校 訪 問(覗 人 全 員 参 加)
と② 早 稲 田大 学就 職 課 課長 の お話 を聞 く(レ ベ ル3と4)を 実 施 した 。 後
半 の ポー トラ ン ドで の授 業(オ レ ゴ ンポ ー シ ≡ン)に お い て も現 地在 住 の 日
本 人 の方 々 にご 協力 い た だ き,同 様 なイ ン ター アク シ ョ ンを重 視 した プ ロ
グ ラ ム を取 り入 れ た 。 これ らの導 入 に よ り,学 生 自 らのr知 りた い」 とい
う欲 求 を上 手 く導 き,学 生 のや る気 を伸 ば して い く学 生 主 導 の ク ラス 作 り
が で き るの では な い か と考 え た か らで あ る。
本 稿 は以 上 の よ うな考 え に基 づ い て,筆 者 び担 当 した レベル3～4に お
け るイ ン ター ア ク シ ョ ンを と りいれ た授業 現場 か らの報 告 で あ る。
IIイ ンタ ー ア ク シ ョン を と り いれ た授 業
1全 体 の構 成
教室 とい う閉 じ られ た 空 間 に お け る言 語 学 習 のみ では,真 の言 語 習 得 と
は な らな い,言 語 は生活 の様 々 な場 面 に根 ざ し,そ れ ぞれ の国 の歴 吏 ・習
慣 ・文化 な ど を総 合 して 習 得 し て い くもの で あ る。 「習 う よ り慣 れ ろ 」 と
い う諺 が あ るが,学 習 者 を無 計 画 に そ の社 会 に放 ウ出 す の で は な く,ま
ず,教 室 で事 前 に基 礎 を学 び練 習 を させ た上 で,あ る場 面 を切 り出 して状
況 をセ ッテ ィ ング し,十 分 に体 得 させ て か ら,実 際 に体験 させ る こ とが プ
・セス と して 大事 で あ ろ う。 この 目標 達成 の た め に,東 京 ポ ー シ ョ ンで は
「東京 で学 習 して い る」 とい う利 点 を活 か して ,テ キ ス トで 文 法 ・語 彙 ・
表 現 を学 習 した 上 で,教 室 内 → キ ャ ンパ ス内 → キ ャ ンパ ス外 と 「学 習
の揚 」 を拡 げ た 。具 体 的 に は 「早 大 生 へ の イ ン タ ビュ ー 」 と 「小 学 校 訪
問 」 を実 施 した 。
また,ポ ー トラ ン ドにお いて は,日 本語 を学 習 して い る学 生 に理 解 が あ
り,協 力 を得 や す い とい う観 点 か ら,目 本 人 家庭 の訪 問 を行 っ た。
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2実 践 の記録
2-1東 京 ポ ー シ ョン
(1)目概 要
期 間 は98年6月22日 よ り7月17日 ま で の20日 間,9時 ～12時20
分(180分)で あ った 。 レベル3(筆 者 は 月 ・火 ・水 担 当,宮 崎 先 生 が木 ・
金 担 当)の 学 生 数 は13人(18才 か ら54才)で あ り,日 本 語 学 習 歴 は平 均
2年(高 校 で の 学 習=2～4年,大 学 で=1学 期 ～4年 ,独 学 で ヰ年 学 習 の
学 生 と様 々)で あ っ た 。 目標 は,日 本 語 に よ り多 く触 れ,よ り多 く話 し,
実 際 に使 わ れ て い る場 面 を体験 し習 得 す る こ と と し,テ キ ス トは 『Total
Japanese』1課 か ら13課 を復 習後,14課 ～20課 を カバ ー した 。
(2)早 大 生 へ の イ ンタ ビュー
早 稲 田 キ ャ ンパ ス 内 で学 習 して い る利 点 を活 か して,学 内 の 日本 人 学 生
達 に,実 際 に質 問 を して答 え をも らい,ま とめ て発 表 す る プ ロ ジ ェ ク トを
試 み た。 テ キ ス トでは,一 番 最後 の章(39～40課)に ア ンケ ー ト調査 の学
習 が 出 て くるの で,ご く簡 単 な質 問 をす る に と どめ た。
教 室 内 で は,シ ミュ レー シ ョン とし て,教 師 の用 意 した 質 問 を互 い に聞
き あ った後 ・ そ れ らを参 考 に して早 大 生 へ の質 問 事 項 を3～5つ 考 え,教
師 が 訂 正 ・確 認 後,口 頭 練 習 を した 。 宮 崎 先 生 の発 案 に よ り,buddysys-
temが と り入 れ られ,こ の ボ ラ ンテ ィ ア の早 大 生*に 各 自質 問 を 聞 き 答 え
を も ら う練 習 を して,外 で の実習 に移 っ た 。昼 食 中 の学 生 や 立 ち止 ま っ て
お しゃべ り し て い る学 生 な ど計5人 ず つ に実 施 し,あ と は,時 間 の あ る
時 にイ ンタ ビュ ー させ た(最 低 限男 女5人 ず つ 計10人)。10日 後,結 果 を
ま とめ て,ク ラ ス で発 表 させ た。 発 表 は,グ ラ フや 表 を用 い て一 人5分
以 内 とし,ゼ デ オ に録 画,後 日視 聴 した 。 早 大 生 も聴衆 者 と して 参加 し て
くれ た た め・ 緊 張 と共 に よい刺 激 とな った 。 ま た,ク ラス メー トの発 表 に
つ い て の評 価 お よび 自己 評 価 もコ メ ン ト用 紙 に書 かせ,教 師側 の評 価 の 参
*日 本語 のクラスに来 て
,匿 習 した会話 の練習相手 になった り,一 緒 に 日本語 の
文 を考 えた りす る 日本人学生 で,大 多数 はオ レゴンプ ・グ ラム参加者 である
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考 と した 。
結果 と して,質 問 内容 が教 師 の用 意 した事 項 と似 通 っ た も の が多 か った
が(例:何 時 に大 学 に来 るか,ク ラ ブ に入 っ て い る か,ア ル バ イ トを して
い る か),中 に は(ガ ー ル/ボ ー イ フ レ ン ドが い る か,何 回 デ ー トをす る
か)な ど,や は り同 じ年 代 で興 味 の あ る こ と も見受 け られ た ・ しか し,発
表 の言葉 が こ なれ て い な い学 生 や,グ ラ フが 小 さ く見 に くい物 も あ った の
で,事 前 に発 表 練 習 が必 要 で あ ろ う。 また,教 室 内 で ク ラ ス メイ トに質 問
した り,顔 見知 りの学 生 に聞 くこ とは 平 気 だ が,知 らな い人 に は な かな か
話 しか け られ な い者 もい た の で,始 め は グル ー プ で質 問 をす る こ ともい い
方 法 か も しれ な い 。
(3)小 学 校 訪 問
教 室 内 で,自 己紹 介,家 族 紹 介(写 真 や 絵 を も ちい る),自 分 の町 や 大 学
の紹 介 の練 習,さ らに,小 学生 へ の質 問(名 前,好 き な物/事,家 族 に つ
いて な ど),担 任 教 師 へ の質 問,小 学 生 か ら質 問 され る で あ ろ う事 項 を想
定 し,答 え を考 え させ た 。学 生 同 士 の練 習 ・発表 後,早 大 生 ボ ラ ンテ ィ ア
との 口頭練 習 を繰 り返 し,暗 記 させ た。
当 日は 幼稚 園児 の 歓 迎,校 長 先 生 の ご 挨 拶 の後,各 組 に分 か れ て の 見
学 ・実 習(書 道 ク ラ ス で は小 学 生 に漢 字 や 書 き方 を教 わ る ・算 数 ク ラス で
は担 任 教 師 の授 業 を聞 い て か ら,英 語 で数 学 を教 え た りす る),一 緒 に 給
食 を食 べ た り,互 い に歓 迎 や 御 礼 の楽 器演 奏 ・ゲ ー ム な どを した後,お み
やげ を渡 して 帰校 した 。 後 目,御 礼 の手 紙(付 録1参 照)や 寄 せ 書 きな ど
を写 真 と共 に 小 学校 へ持 参 した。
結 果 ・反省 として,以 下 の こ とが挙 げ られ る。 学生 が 目本 に到 着 し授 業
が始 ま って か ら1週 問 もな か っ た た め(実 質10時 間 ほ ど),学 生 に と っ て
も教 師 側 に とって も準備 不 足 で あ っ た 。 ま た,初 の試 み で あ っ た た め,訪
問校 の決 定 か ら小学 校 側 との連 絡 ・情 報 交 換 ・日程/訪 問 ク ラ ス決 定 ・参
観授 業 内 容 な どに 多 くの 時 問 を費 や し,コ ーデ ィネ ー タ ー の負 担 が大 き く
な って しま った 。
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しか し・ 受 け入 れ側 の先 生 方 が 非 常 に協 力 的 で あ っ た た め,な ごや か に
す ぐ うち と け,小 学生 が学 生 の名 前 を漢 字 に 直 して くれ た り,筆 の持 ち方
や書 の書 き方 を手 を取 って教 えて くれ た りして,自 然 な ス ピー ドの 日本 語
で コ ミュ ニ ヶ一 シ ョン をは か ろ う と して くれ た こ とが好 印 象 を与 え,学 生
も 自由会 話 を楽 しん で い た 。 つ ま り,丁 度 小 学 校3～4年 生 レベ ル の 目本
語 と興 味 が マ ッチ して い た よ うだ 。1～2年 生 で は,自 分 の こ と も満 足 に
で きな い し,5～6年 生 で は 目本語 の語 彙 や 表 現 が高 度 に な って し ま っ た
で あ ろ う。
学 生 の声 を聞 く と,日 本 語 が話 せ なか った こ とが 「くや しか っ た ・残 念
だ った」 よ うだ が,身 振 り手 振 り と共 に学 習 した表 現 内 で も十 分 に意 思 の
疎 通 が で き る こ とが わ か り,こ れ か らの 学 習 の励 み に な っ た で あ ろ う。
(例:「 他 で経 験 で き な い こ とが で き たJ,「 小 学 生 は 目本 語 が早 い!上
手1」,「 日本 の 小 学 校 が 少 しわ か っ た(授 業 の進 め方,雰 囲 気,給 食 な
ど)」,「 日本 の 小 学 生 と友 達 に なれ た」,「 目本 語 だ け で話 そ う と試 み た」,
「プ ログ ラ ム の後 半 な ら もっ とよ か った 」 な ど)
そ の他,時 間的 余 裕 が あれ ば,訪 問 前 に,小 学校 へ の行 き方 を学 生 自身
に調 べ させ て,下 見 を させ る こ と も必 要 で あ ろ う。 また,訪 問後,各 学 生
に成果(自 己紹 介 ・質 問 の結 果,小 学 生 との話 の 内容 な ど)を 発表 させ,討
論 に持 っ て い く予 定 で あ っ た が,感 想 を聞 くだ け に な っ て しま っ た の で,
次 回 はぜ ひ 組 み入 れ た い 。 当 目もbuddyの 早 大 生 が 手 伝 っ て くれ た が,
事 前 の打 ち合 わ せ不 足 か ら,仕 事 の分 担 や 予 定 に狂 い が 生 じた り,誤 解 が
あ った りした の で,こ れ も反省 と した い 。
2-2オ レ ゴ ンポ ー シ ョン
(1)概 要
後 半 のポ ー トラ ン ドで はLewisandClarkCollegeに 移 り,期 間 は7
月27目 ～8月20日 の8時 半 か ら11時 ま で の140分 で あ っ た 。 レベ ル名
は 「4」に名 称 変 更 は した が,学 生 は 同 じで あ り,月 曜 日か ら金 曜 目ま で
す べ て筆 者 が担 当 した。 テ キス ト 『Tota1Japanese』 は21課 か ら26課
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まで を学 習 した 。
イ ン ター ア ク シ ョン を主体 と した授 業 と し て は,1)目 本 人 教 師 の家 庭
訪 問(8月 ヰ 日～14日)2)日 本 料 理 実 習(8月14日)3)元 留 学 生 の話
を聞 く(97-98年 度 国 際部 留 学 生)(8月7日)4)体 操(毎 日)5)英 語3
との ジ ョイ ン トク ラ ス(8月18目)を 実施 した。
ま た,イ マ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム と して は,「 オ レゴ ン にお け る 日本 入 社
会 」 とい う トピ ック の 下1)の 他 に6)ア ジ ァ 食 品 ス ー パ ー 見 学 と買 い
物(43名 全 員)7)ポ ー トラ ン ド日本 総 領 事 館 副 領 事 の お 話8)現 地 リ
ッチ モ ン ド小 学 校 にお け るイ マ ー シ ョン プ ログ ラ ム に つ い て の お 話9〉
日商 岩 井 訪 問 と企 業 内容 報 告10)JapanAmerjcaSocletyofOrego遼
(JASO)の 活 動 報 告 を組 み入 れ た が,こ こで は,レ ベ ル4の み の 実施 と
な っ た
1),2)そ して")を 報 告 す る。
(2)目 本 人 家 庭 の訪 問
当初 は ポ ー トラ ン ド在 住 の 日本 人 家 庭 を訪 問先 と して 予 定 して いた 魁
夏休 み 中 の た め,旅 行 ・帰省 な どで不在 の家 庭 が多 く,早 稲 田 ・オ レ ゴン
プ ロ グ ラ ム を担 当 して い る各 日本 人教 師 の家 庭5ヵ 所 に協 力 を求 め,実
施 に 二 ぎ つ け た 。 具 体 的 に は,ペ ア の2人 を決 め,電 話 で の訪 問 依 頼 ・
確 認 お よび 訪 問 時 の表 現練 習 を授 業 で行 った後,教 師 の オ フィ ス か ら訪 問
.先 に電話 を か け,約 束 の 日時 を決 定 した 。 当 日は ポー トラ ン ドの 印象 な ど
を約30分 間 日本 語 で イ ンタ ピュ ー し,そ れ を録 音,後 で聞 き直 して最 終
日に発表 す る こ と と した 。
訪 闇 時 の表 現 と して 「お じゃ ま し ます」 やr失 礼 しま した」,動 作 と し
て`く つ を脱 ぐ1や 【お み や げ を渡 す'な どの 目本 に住 ん でい る 日本 人 の家
庭 を訪 問 した時 と同 様 の行 動 を と る こ と(付 録2参 照)も,重 要 な練 習 と
した 。 さ らに,訪 問先 へ は学 生 が どの よ うな態 度 ・口頭 表 現 が で き た か を
訪 問後 に ア ンケ ー トに記 入 して も らった 。(付 録3参 照)
反省 と して は,教 師 が訪 問 先 と事 前 に 打 ち合 わ せ た り,決 定 す る事 項
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(訪問 先,訪 問 の 日時 な ど)が 多 く,ま た 交通 手 段 の な い学 生 を 当 日車 で送
って い く とい う東 京 で は考 え られ な い こ と に時 間 を と られ た り した こ とな
どが 挙 げ られ る。 ま た,イ ンタ ビ ュー は30分 を予 定 して い た が1時 間 以
上 にお よぶ こ と もあ っ た 。 これ は訪 問 先 のご 好 意 に よ り,お 茶 を飲 み な が
らの お し ゃべ りに発 展 して しまっ た か らで あ る 。 時 間厳 守 で き な か っ た こ
と は反 省 点 で あ るが,逆 に 学 生 に と っ て は,こ ち ら の方 が リラ ッ ク ス し
て,収 穫 とな った よ うだ 。
学 生 か らは,授 業 を受 け て い る先 生 方 の ご家 族 とい う こ とで 「緊 張 した
が,皆 さん が親 切 だ った の で うま くで き た」 「非 常 に楽 しか った し,先 生
方 の ご家 族 に お会 い で き て よ かっ た」 とい う声 が大 半 を し め て い た 。 「敬
語 が難 しか っ た(特 に 聞 き取 り)」・ 「時 間 が短 か っ た」,「 日本 に い る時 に本
当 の 日本 家 庭 で 実施 した か った」 な ど とい う要 望 も強 か った 。
(3)目 本 料 理 の実 習
昨 今,「 健 康 プ ー ム」 や 「ダイ エ ッ ト」 志 向 の 流 れ か ら,日 本 食 は どこ
で も大 変 な人 気 で あ る 。 海 外 の大 都 市 に は必 ず 日本(風)レ ス トラ ン が あ
り,上 手 に箸 を あや つ って 寿 司や丼 物 を楽 しむ 姿 が 見 られ る し,ス ーパ ー
で は稲 荷 ず しま で売 られ て い る。 しか し,自 分 で 実 際 に作 る機 会 は な か な
か な い 。
そ こ で,テ キ ス ト23課 で料 理 の語 彙 や カ レー の 作 り方 を学 ぶ こ とか
ら,料 理 実 習 を実 施 した 。但 し,日 本 国外 で の 調 理 とい うこ と を念 頭 に お
き,「 材 料 が ど こで も手 に入 りや す く,比 較 的 安 価 で あ 勢,好 き嫌 い に 関
係 な く,授 業 内 で簡 単 に で き る物 とい う」条 件 を満 たす 献 立(「巻 き寿 司 ・
マ ー ボ ー なす ・ うさ ぎ りん ご ・型 抜 き果 物 ・梅 花 た まご 」)とした 。場 所 は
筆者 の アパ ー トを使 い,8時 半 か ら,実 習 に必 要 な 語 彙 と献 立 の 説 明(切
る,ゆ で る,妙 め る等)を 行 い,一 人 が す ぺ て の作 業 に携 われ る よ う に ロ
ー テ ー シ ョ ン を組 み な が ら調 理 実 習 を した
。11時 半 に はす べ て完 成 し,
試食 を して解 散 した 。
学 生 か らは,「 いつ もお寿 司 屋 で 見 て い る だ け だ っ た が,初 め て 自分 で
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巻 き寿 司 を作 れ て うれ しか った 」,「今 度 は一 人 で作 っ て み た い」,「家 で家
族 にご ち そ う して,驚 か したい 」,r調 理 の言葉 が わ か っ た」,r日 本 の調 理
器 具 を初 め て 見 た」,r協 力 して作 る こ とは楽 しい し,お い しか った」 と好
評 であ った 占教 師 だ け が準 備 す るの で は な く,学 生 と共 に献 立 や 買 い物 か
ら始 め られ れば 更 な る学 習 につ なが った か も しれ な い。
(斗)体 操:
プ 旨グ ラ ム も後 半 とな る と,夜 遅 くま で ルー ム メイ トと歓 談 した り,互
い の宿 題 を手 伝 っ た.り,あ るい は誕生 会 な ど集 ま りが盛 ん に な り,眠 そ う
な顔 で ク ラ ス に来 る学 生 が多 くな って き た た め,授 業 前 あ る い は休 憩 時 に
「目覚 ま し」 と して体 を動 か す こ とを思 いつ い た もの で あ った 。
ラジ オ体 操 で は な く,体 の部 分 名称(目,お 腹,背 中,額)も 復 習 しな が
ら,ス トレ ッチ程 度 で よ く用 い る言 葉 か らの定 着 をは か っ た 。(例;首 を
まわ す!前 に た お す,手 をふ る(ぶ らぶ ら させ る),前 に体 を曲げ る ・後 ろ
にそ らす,肩 を もむ ・た た く,耳 をひ っぱ る,手 を に ぎ る/開 く,手 をこ
す る,の び をす る,な ど)
他 の レベ ル の学 生 が見 学 や 習得 に来 る ほ どの入 気 とな り,学 生 に は非 常
に好評 で あ っ た ・ 日本 人 に は当 た り前 の体 の名 称 や運 動 は,学 生 に とって
は・ 耳慣 れ な い,ま た テ キ ス トで も学 習 しない語 彙 で あ った が,運 動 とい
う動作 を通 して,自 然 に語彙 を身 に つ け られ る こ と の発 見 や,実 際 に 自分
の体 を動 かす こ とに よ って 「言葉 と物 との合致 」 を体 得 で きた は ず だ。
学 生 か ら も,r部 位 の名 称 の リス トが ほ しい 」 「こ こ は 何 と言 うの か」
「この動 き を した い 」 な ど と ど ん ど ん要望 が で て き た
。毎 回,実 に楽 しそ
うに,動 作 と共 に語 彙 を繰 り返 す こ とに よ り,確 実 に 定 着 へ とつ な が っ
た。 ま た,「 時 計 回 し,逆 回 し,前 回 し,息 を吸 う/は く」 な どの 動 作,
「トン トン
,ぐ る り」 な ど の練 習 と共 に,2人1組 で の ス トレ ッチ で は,
協 力 し合 うこ と,カ の 入 れ方 の調 整 ま で も実感 して い た 。運 動 機 能 は脳 と
直 接連 動 して い る働 きで あ るか らこ そ,言 語 習 得 に お い て,有 効 な結果 を
得 られ た の で あ ろ う。
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III今 後 の課 題
1限 られ た期 間 の使 い方
教 師 と学 生 そ れ ぞ れ の 共通 目的 を双方 が納 得 す る よ うな コー ス デザ イ ン
を して か ら始 め る こ とが 基本 で あ るが,東 京 ・オ レ ゴ ン4週 問 ず っ の限
定 され た 時 間 内 で何 を習 得 させ る のか/す る の か,そ れ ぞ れ の特 色 を活 か
して ど う学 習 させ る か,が 重 要 で あ る。
2教 師 の役割 ・指 導
教 師 が手 取 り足 取 り指 導 して も,習 得 し活 用 す る の は学 生 で あ る 。 しか
し,・ほ とん どの ア ク テ ィ ビテ ィー が教 師 主 導 で,学 生 は従 の立 場 に お ち い
りや す い 点 を ど う解 決 す るか,が 問 題 とな る 。対 象 が 大 学 生 で あ る か ら,
教 師 が 管理 す る の で は な く,あ くま で も学 生 の理 解 を助 け深 め る た め の説
明 や 指 導 が教 師側 に求 め られ る。学 生 が失 敗 を恐 れ ず,ま た は失 敗 を認 め
て さ らに 自分 の学 習 能 力 に合 った 自律 学 習 が積 極 的 に で き る よ うに指 導 す
る た め には,ク ラス 内 で の シ ミュ レー シ ョ ンー模 擬 場 面 状 況 設 定 作 り一 を
始 めの 一 歩 として踏 み 出 させ る こ とが重 要 で あ ろ う。
3テ キス ト内容 とイ ン ターア ク シ ョ ンの合 致 した シ ラ バ ス
チ キ ス ト内 容(語 彙 ・文 法 項 目お よび 会 話 表 現)と 合 致 して初 め て効 果 が
あ らわれ る ので あ るか ら,そ れ ら とい か に組 み 合 わ せ て イ ンタ ー ア クシ ョ
ン を行 うか が重 要 とな る。但 し,期 間 が限 られ て い るた め,学 校 訪 問 や ゲ
ス トス ピー カー の 目程 は,相 手 の 方 の都 合 が優 先 され・ 学習 目程 は そ れ ら
に合 わせ た形 で 進 ま な けれ ば な らな い ジ レ ンマ が あ る。 あ る一 つ の トピ ッ
ク を達 成 す るた め に集 中 した シ ラバ ス が組 め れ ば い い の で あ るが,こ れ も
ク リァ した い、点で あ る。
固 い言 葉 や 敬 語 を用 い る必 要 は ない が,小 学 生 にわ か る平 易 な 表 現 を用
い る こ との意 義,最 低 限 の方 向付 け と基礎 文 の指 導,ま た,質 問 文 や 聞 い
た答 え を書 く こ と(notetaking)と い う練 習 も必 要 とな っ た。
体操 な どの よ うに,日 本 人 瀞幼 少 よ9日 常 何 気 な く用 い て い る語 彙 な ど
は,テ キ ス トに 関係 な く習 得 の機 会 が与 え られ るべ き で あ ろ う.。し か し,
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学 生 に達成 感 や 満足 感 を与 え る こ とを念 頭 にイ ンタ ー ア ク シ ョン を組 み入
れ て い き,学 生 の習 得能 力 に沿 っ た授 業 案 を作成 して い きた い 。
4東 京 ポ ー シ ョン にお ける利 、点を活 かナ こ と
日本 人 と の イ ン タ ー ア ク シ ョ ンは教 室 の外 で もい つ で も望 め る 。 しか
し・突 然学 外 へ放 り出す とい うの で はな く,た とえ,ス ーパ ー で の買 い物
で あ って も,あ ら か じめ,教 室 内 で や り と りの練 習 を して お くこ とに よ
窮 一 層 の 定着 と 自信 にっ な が る と思 わ れ る。一 人 で行 かれ る場 所 では あ
って も,一 度 教 師 と行 く こ とに よ り,自 信 が つ くで あ ろ う。 例 を あ げ る
と・季 節 と の関連 性 か ら,七 夕 や 夏祭9な どのイ ベ ン トヘ の参 加,実 体験
の 可能 性 〔教 室 外 もす べ て 日本 語 の社 会)を 拡 げ る一 歩 と して,キ ャ ンパ ス
内 〔図 書館,事 務 所,生 協 な ど)と キ ャ ンパ ス外(郵 便 局,銀 行,コ ン ビニ
や スーパ ー な ど)の ッ ァー や課 外 活 動 の実 施 が あ る。
また ・ 受 け入 れ体 制 が整 えば ぜ ひ 実 行 した い事 項 と して,家 庭 訪 問(交
通 利用 か ら実 際 の生 活 に触 れ る まで の総 合 体 験)や,ホ ー ム ス テ イ(短 期 問
で も,日 本 の生 活 ・社会 の 理解 が 深 ま る〉が挙 げ られ る。 そ の他,カ ル チ
ャー プ ロ グ ラ ム と して,授 業 後 に 自 由参 加 で の 目本 の伝 統 的 文 化 体 験=
生 け花 お茶,書 道,目 本 舞 踊,武 道(剣 道,柔 道,空 手),さ らに,授 業
時 問 中 の 見 学=国 会,日 本 企 業,博 物 館,観 劇,週 末 の 見物:温 泉(銭
湯)・ 野 球 ・相 撲,公 園(皇 居,浜 離 宮 な ど),箱 根 ・鎌 倉 な どへ の小 旅 行
な どを組 み 込 め る余 裕 が あれ ば い い 。
5オ レ ゴ ンポ ー シ ョン にお け る可 能 性
教室 内 が一 大 習 得 の場 とな るの で,東 京 ポー シ 三ンで 行 った ア ク テ ィ ビ
テ ィー を復 習 し紅 窮 模擬 実習 した りして定 着 をは か る こ とが,ま ず挙 げ
られ る。 ま た,93年 度 の レポ ー トに も記 述 し た が,東 京 ポ ー シ ョン で は
実 現 しな か った 目本 人 学 生 との寮 生 活 は,日 常 生活 で用 い る 日本 語 の訓 練
とな 鉱 自然 に 日本 語 を習 得 して い く機 会 で あ る。 但 し,日 本 人 学 生 は,
英 語 で話 したい とい う逆 の要 求 もあ る の で,曜 目 を決 め て英 語 と 日本 語 を
使 い分 け る な どの調整 が必 要 で あ ろ う。
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さ ら に,今 回 の プ ・グ ラム にお い て も,副 領 事 や 在 住 の 日本 人 の方 の活
動 にっ い て お話 を伺 う機 会 が あっ た 炉,な か な か活 発 な質 疑 応 答 ま で に は
到 らなか った 。受 け身 的 に話 を聞 くだ け で は な く,積 極 的 に質 疑 応 答 が で
き る程 度 に学 生 の能 力 を高 め,海 外 に お け る 日本 人 ・日本 社 会(日 系 人 会,
在 ポー トラ ン ド日本 企 業 見 学,イ ン ター ン シ ップ制 度 の 実 施 な ど)に つ い
て学 習 で き る よ うに計 画 した い。
6日 本 人 学 生 の事 前 教 育 ・指 導 ・打 ち合 わせ
buddyで あ る ボ ラ ン テ ィ ァ との 教 室 内 で の練 習 は,会 話 の 相 手 と し
て,ま た,現 代 学 生 の真 実 の 姿 に接 す る非 常 に 良 い機 会 で あ っ た 。 し か
し,彼 ら は 日本 人 で あっ て も,外 国 人 に 日本 語 を教 え る教 育 は受 け てい な
い た め,学 生 達 の 発 音 や 文 法 訂正 に 自信 が な か っ た りす る時 が あ った 。4
月 に は,オ レ ゴ ン に 参 加 す る学 生 は 決 定 し て い る の で,そ の 時期 か ら,
「標 準 語 を話 せ る(イ ン トネ ー シ ョ ン,語 彙,表 現 も含 め て)』 とい う条 件
に か な っ たボ ラ ンテ ィア に少 しず つ基 礎 を指 導 して い かれ れば,よ りよ い
成 果 を得 られ るで あ ろ う。今 回 は授 業 中 に知 り合 うこ とに よ り,教 室 外 で
も共 に行 動 した り,気 軽 に話 した り して い た の で,TeachingAssistant
と し て の訓 練 を うけ て い な くと 鶴 十分 に そ の機 能 は は た して い た よ う
だ 。 ま た,オ レゴ ン に行 く前 に,友 達 にな って い た こ と も,オ レゴ ン で の
生 活 を お互 い に豊 か に した よ うだ った 。
IVま と め
この プ ロ グ ラ ム は 「期 間 が8週 間 の 大 学 レベ ル の授 業 で あ り,基 礎 学
習 力 が あ る学 生 に対 して 日本 語 ・日本 につ い て の授 業 を行 う」 とい う特 徴
が挙 げ られ る。 しか し,実 際 には まだ 目本 語 能 力 が,自 由 に あや つ れ る段
階 に達 して い な い学 生 た ちに は,生 活 に密 着 した事 柄 か らア ク テ ィ ビ テ ィ
ー を始 め る こ とが取 り組 みや す い と考 え
,イ ンタ ビュ ーや 料 理 実 習,体 操
な ど を試 み た 。
小学 校 訪 問 に おい ては,訪 問す る意 義 を説 明す る こ とで,学 生 も納 得 ・
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理 解 して,自 己紹 介 や 質 問 を考 え る な どの練 習 に積 極 的 に取9組 ん だ 。
r子 供 」 と い え ども
,日 本 語 ネ イ テ ィ ブ で あ り,自 分 よ り社 会 文 化 的 に も
言 語 的 に も,日 本 語 の イ ンター ア ク シ ョン能力 は勝 つ て い る こ とを教 え る
こ とに よ り,啓 発 と もな った 。
イ ンタ ビュ ー にお い て は,教 師 に よ る訂 正 や確 認(文 法,発 話,話 し方
を含 め て),学 生 同 士 や ネ ー テ ィ ブ との模 擬 実 習 に よ り,よ り効 果 的 な結
果 を産 ん だ 。 さ らに,オ レゴ ン にお い ては,2入 玉組 で訪 問 す る た め,他
人 との協 力 の必 要 性,お 互 い の考 え方 を理 解 す る良 い機 会 で あ っ た 。
料 理 実 習 を挙 げ れ ば,作 り方 を推 測 → 自分 で作 って 食 べ る → 他 の 日
本 料理 も作 りた い と意 欲 的 に実行 すれ ば,最 終 段 階 ま で の 目標 を達 成 した
こ と とな ろ う。 食 文 化 は,自 国 の食 ・文 化 ・習 慣 と学 習 す る国 と の そ れ
が,重 な り合 う部 分 を持 ち,し か も,目 で 見 て,自 分 で確 認 で き る こ との
利 点 を持 っ か らで あ る。
学 習 す る国 の
食 ・文fヒ ・習慣
自 国の
食 ・文 化 ・習慣
実習 も,目 に 見 え る形 で行 える の で,社 会 文 化 的 要 素 を こ な して い る 。
今 回 は筆 者 の母 親 が模 範 を示 し,教 師 以 外 の 日本 語 お よぴ行 動 に触 れ る機
会 も得 た 。 全 て の人 間 に共 通 の事 項 で あ り,生 き て い く上 で必 須 で あ る・
こ の原 点 か らの 出発 が,「 動 機 づ け」 の 基 と な った で あろ う。
は じめ は 自己 の 日本 語 に 自信 の な か っ た学 生 も,8週 間 の プ ・グ ラ ム を
終 了 す るに あ た り,「 文集 」 作成 く作文 ・自己紹 介 ・伝 言 メモ ・クラ ス メ ー
トヘ の メ ッセ ー ジ ・タ リエ イ テ ィ ブ な会 話 な ど)に 積 極 的 に加 わ り,完 成
まで3日 問 み っ ち り取 り組 む姿 が見 られ た 。
学生 か ら の評 価 も非 常 に 高 く・ 「8週 間 で これ だ け の授 業 を こ な した と
は信 じ られ ない 」 とい う声 もあ っ た。教 師 と して も,全 員 が参加 して・ こ
れ ほ ど多 くのactivi可 を実 現 で き た こ と,学 生 が非 常 に満 足 して そ れ ぞ
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れ の大 学 へ も どっ て い っ た こ とは 嬉 しい限 りで あ る。 学 生 に は,こ れ を
rき っ か け」 に
,日 本 語/日 本 社 会 に よ り興 味 と関心 を持 っ て前 向 き に,
そ し て よ り確 実 に 日本 語 を学 んで い って ほ しい と願 う。
筆 者 自身 に とっ て も,大 変忙 し くは あ っ た が,貴 重 な8週 間 で あ った.
これ か ら も今 回 の経 験 を活 か し,よ り効 果 的 ・効 率 的 か つ創 意 工夫 を こ ら
した授 業 を実現 して い き た い と考 えて い る。
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レペ ル4・ イ ン タ ビュ ー プ ロ ジ ェ ク ト2980730つ じむら
日本人家庭を訪問して、ポー トランドについての印象などを聞く





学生rも しもし、 ～ さんのお宅でいらっレやいますか。





















rはい.い いです よ。 どの くらい時 間がかか りますか』
r20分 か30分 くらいで すが 』
「そ うで すか。 どん なことにつ いての イ ンタ ビュー です かj
rポー トラン ドの 印象 とか、 日本 と違 うところ とかで す』
「わ か りま した。 ξうぞ い らっ レやって くだ さいj
r今度の ⊂)曜 日は 、ご都 合い かがで しょうか」
「ええ、大 丈夫 ですよ。 ○ 時 ごろに来て くださ い』
rでは ・O日 ○ 駅 の0時 に うかが い ます』
「場所 はわか りますかJ
rご住所 を教 えていた だけますか』
「 ～H師S㎝,》 のアパー トですJ







・玄 関 を ノ ックす る あ いさつ 「お じゃま します」
・くつ をぬ ぐ
・rお す わ りくださ い」 と言 わ れて か らす わ る
・お 茶 をすす め られて も、一 回 断わ る
・言 葉使 い に気 をつ けて(て いね い に)
・ 「テー プ に とって もよろ しいで し ょうか。
よろ し くお願 い します 。私 は です」
質問のれい(聞 きたいことはちがうかもしれませんが)
「ポ ー トラ ン ドに いつい らっ しゃ い ま した か/着 き ま した か」
r初 めてで す か」r他 のア メ リカ の州 にい った こ とが あ ります か」
「住 んだ ことが あ ります か」
rい い町で す か、 便利 ですか 、好 き です か、 び っ く りしま したかj
r日 本 と比ぺ て どんな所 がい いで す か、 き らい な所 が あ ります か」
「ど こへ行 き ま したか 、 どうで した か」
そ の ぼか
・買 い物(ス ー パー 、店、 デパ ー トな ど)
・レス トラン、 日本 の食べ 物、
・交 通 、教育 、 まち の人、 自然 、公 園
美 術館 、遊 ぶ と ころ、
さい ごのあ い さつ
「い ろいろ とあ りが とうござ い ま した 。
お じゃ ま しました 。お茶 を ごちそ うさ まで した 。
失礼 します 。 」
3発 表 どんな ことを 聞き ま した か 、答 えは?
どう思 い ま したか
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付 録3
980wSPレ ベ ル4イ ン タ ビ ュー プロ ジ ェ ク ト ァ ン ケー ト980804辻 村
皆 様 へ
本 日はご 協 力 あ りが と うご ざい ま した
学 生 のイ ン タ ビ ュー は い か が で したで し ょ うか
お かげ さ ま で,学 生 もむ ず か しか った と言 い つ つ も喜 ん で お りま す
お願 い が一 つ あ ります 。
恐 れ 入Pま す が,下 記 の こ と をチ ェ ッ ク して い た だ け ま す で し ょ う か
チ ェ ック シー ト
大変 よい よ い 普 通 悪 い 大変悪 い
1学 生の言葉づ かい
(敬語 は使 え ない と思
いますが)
,2イ ンタ ビュ ー時 の態 度
(靴をぬ い だか,録 音
の許 可,お 茶 を一 度 は
断 わ った か,お み や げ
の渡 し方な ど)i
1
3質 問 の 内容 に つ い て ⊂い くつ で も○ をつ けて くだ さ い)
1〉 面 白 か っ た
2)よ く考 え て い る
3)自 分 の質 問 を よ く理 解 して い る
4)そ の他
4全 体 の印 象 な ど
1)よ く練 習 して い る
2)学 生 の 日本 語 が正 確,ス ムー ス
3)発 音 が よか ウた
4)日 本語 が 聞 き取 れ て い る
5)そ の他,気 がっ かれ た こ とがあ りま した ら・ 何 で もお書 き くだ さい
ご協力 あ りが とうご ざいました
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